
島根県建設工事総合評価方式の運用について〈令和４年８月１日以降適用〉 

（R4.5.9 追加）

技術管理課 

【追記事項】 

令和３年８月１日以降に入札公告する工事から適用している以下の事項について対象者の範囲

を詳細に明記（朱書きの部分）することとしましたのでお知らせします。

１．地域貢献「防災協定」で評価対象となる協定の定義 （Ｒ３．８．１～適用済み）  

近年増加している集中豪雨等による災害や国内での高病原性鳥インフルエンザ等の家畜伝染

病の増加を考慮し、地域の安全な暮らしを守るために、これらの災害等に迅速な対応がとれる体

制を確保する必要があることから、地域貢献で評価対象とする防災協定を以下のとおりとする。

①災害発生前の公共土木施設のパトロールおよび災害発生後の応急対策工事等を実施内容に

含む 

『風水害・地震災害・その他の災害応急対策業務に関する協定』※ 

②家畜伝染病発生時に伝染病拡散防止のための緊急的な業務を実施内容に含む 

『家畜伝染病発生時における防疫対策業務に関する協定』※ 

ただし、令和３年８月１日以降入札公告する工事に適用予定とする。 

※協定を締結した団体の構成員はもとより、協定に参加している協力企業等も対象とする。ただ

し、評価の対象者は、団体が所管する地域内に建設業法に規定する営業所を有する者に限

る。

A協定：A県土整備事務所⇔団体A B協定：B県土整備事務所⇔団体B
団体Ａの所管地域：Ａ市

団体Ａ構成員

（株）○○建設
（株）△△組

・
・
・
・
・

団体Ｂ構成員

団体Ｂの所管地域：Ｂ市

（株）☆☆建設
▽▽組（株）

・
・
・
・
・

××建設（株）

団体Ｂ非構成員Ａ協定協力企業

××建設（株）
Ａ市に営業所無し

協定に参加してい
ないため加点なし所管地域内に営業所

がないため加点なし

所管地域内に営業所
があるため加点（全
県で適用）出来る

対象地域に営業所が
あるため加点（全県
で適用）出来る

対象地域に営業所が
あるため加点（全県
で適用）出来る

Ｃ市

（株）○△工業

Ｂ協定協力企業

（株）○△工業
Ｂ市に営業所有り

A協定参加企業 Ｂ協定参加企業



【既周知事項】 

令和４年８月１日以降に入札公告する工事から、以下の事項を評価項目に追加することができ

ることとしますのでお知らせします。 

１．建設キャリアアップシステムの活用推進

技能者の資格、社会保険加入状況、現場の就業履歴等を業界横断的に登録・蓄積する仕

組みとして、平成３１年４月１日から運用が始まった建設キャリアアップシステム（以下「ＣＣＵＳ」

という。）について、当該工事での活用を評価項目に追加する。 

なお、令和３年１２月１日から一部工事で試行運用を行っている。 

［評価の例］ 

当該工事においてＣＣＵＳを活用することを確約する場合に評価する。 

 ■ＣＣＵＳを活用することを確約する者・・・ *点  ■ＣＣＵＳを活用することを確約しない者・・・ ０点 

２．公共土木施設の災害復旧工事受注実績の評価

甚大な災害が発生した際に、災害復旧工事の円滑な受注を促すため、公共土木施設の災

害復旧工事受注実績を評価項目に追加する。 

［評価の例］ 

入札公告日前日までに契約した島根県発注の○年災（または過去○年間）の公共土木施設の災害復旧

工事受注実績（工事種別○○）。 

■受注実績がある場合・・・ *点  ■受注実績がない場合・・・ 0 点 

３．ＩＣＴ活用工事施工実績の評価 

建設現場における生産性を向上させ、安全性の向上にも役立つ ICT の普及促進を図るた

め、ICT 活用工事の対象工事において、ICT 活用工事の施工実績を評価項目に追加する。 

［評価の例］ 

○○年度に完成した島根県発注工事における ICT活用工事施工実績の有無。 

なお、ICT 活用工事とは以下の②③④のいずれかを行った工事とする。 

      ①３次元起工測量  ②３次元設計データ作成  ③ＩＣＴ建機による施工 

④３次元出来形管理等の施工管理  ⑤３次元データの納品 

■実績がある場合・・・ *点  ■実績がない場合・・・ 0 点 


